
金沢工業大学 

100 

Ⅴ．特記事項 

１．企業と連携した社会実装型教育・研究（クラスター研究室/コーオプ教育） 

第 6代大澤敏学長は平成 28（2016）年の就任以降、三大建学旗標である「人間形成」「技

術革新」「産学協同」に基づき、Society 5.0 をリードする高度技術人材を育成することを

目指し「世代・分野・文化を超えた共創教育」を推進することを表明している。Society 5.0

の到来により、一つの技術だけでなく複数の技術の組み合わせでた多様な解が求められる

ことを想定し、世代を超えた人々との交流、さまざまな分野や文化の交流から、多様な視

点や価値観を有し、様々な人々と協力しながら問題解決を図る教育を実践している。 

その一つが「クラスター研究室」で、社会実装の実現を目指した教育・研究活動を実施

している。これは、課題となるテーマに対して複数の学科・専攻を横断したチームを結成

し、それぞれの分野から解決策をアプローチしていく。キャンパス内にある MIT の Media 

Lab をヒントに開設した「Challenge Lab」を拠点に、社会性のある課題に対して研究室の

枠を超えた学生が集まり、研究活動に取り組むものである。この活動には企業も参画し、

アドバイスやディスカッションを通して世代を超えた交流も実践する他、共同研究事業と

して学生が一人の研究者として取り組む例もある。 

「KIT コーオプ教育」も実践する取組みの一つである。通常のインターンシップとは異

なり、4 か月以上に渡り学生が企業と雇用契約を結び、業務の一つとして企業内の課題解

決に従事するものである。実践的な課題に取り組むことができるため、学生は大学で学ん

だ専門知識やスキルの応用に取り組むことができる。企業担当者を実務家教員として招聘

し、指導教員と共に企業内での活動の教育評価を行う。令和 2（2020）年度より開始した

「KIT コーオプ教育」は、これまでに 11 社に 15 人が派遣されている。学生は実際の企業

現場に入り、課題が置かれている環境や解決に至るまでの多様で複雑な要件を肌で感じる

とともに、社内の部署関係者、企業間連携などビジネスにおける多様な人・分野・文化の

違いを体験し、社会そのものを就業体験できる実践的なキャリア支援プログラムとして位

置付けている。コーオプ教育はアメリカ・カナダ・ドイツなど世界の大学でも取り入れら

れており、令和 4（2022）年度は国際大会を本学で実施することを予定している。 

 

２．デジタルを活用した教育 DX 

令和 3（2021）年度の学長方針の中で、教育 DX を推進し、「学生一人ひとりの学びに応

じた教育実践」と「時間と場所の制約を超えた学びの創出」に取り組むことが示された。

これらに取り組むにあたり、同年 3月に文部科学省の事業である「デジタルを活用した大

学・高専教育高度化事業」に応募し、2件採択された。前者は、学内にある学修履歴のビッ

グデータを活用した修学に係わる解析を行い、その結果に基づき AIによる学修支援・指導

を行うシステムの構築であり、後者は対面授業を核としながらも遠隔でも参加できるハイ

フレックス授業の実施と xRを駆使した新たな学修環境の構築である。これらの教育 DXの

推進にあたっては、学長直轄による教育 DX推進委員会を立ち上げ、教職協働による事業の

推進を図っており、他大学からの視察や講演依頼が続いている。 

  


